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GE と Microsoft、医療業界向け事業で合弁会社設立へ  

 

 米 General Electric（GE）と米 Microsoft は、米国時間の 2011 年 12 月 7 日、それぞれ 50％ずつ

出資し医療関連の合弁会社を設立する計画を発表した。医療組織などにおけるリアルタイムの情

報入手と治療向上を実現するための技術プラットフォームや臨床アプリケーションの開発に取り組

む。2012 年前半をめどに合弁会社を設立する。  

 新会社は、医療情報管理プラットフォームなどを開発した Microsoft の技術と、GE の医療機器事

業 GE Healthcare による臨床および管理ソリューションを組み合わせ、医療組織や医療専門家が

急速に変化する複雑な保健医療に対応できるよう支援する。診療アプリケーションを開発・運用す

るためのオープンなプラットフォームを構築し、自社および他社のアプリケーションと連携させる。

GE Healthcare は既存製品を同プラットフォームに対応させる。  

 医療業界は世界的に、多数の患者を継続的に管理する診療体制へと変化しつつあり、統合的

診療プロセス、より幅広い洞察、患者の体験の質向上が求められている。それに伴い決済モデル

の変更も必要になり、これらを実現するには複数の医療機関にまたがるデータ統合が急務となっ

ている。  

GE の最高経営責任者（CEO）である Jeff Immelt 氏は声明で、GE と Microsoft は「補完」関係に

あり、この合弁事業では「通信で結ばれた患者中心のヘルスケアシステムという両社共通のビジ

ョンをさらに前進させる」ことになると述べた。 

 新会社の最高経営責任者（CEO）には、GE Healthcare で IT 担当ジェネラルマネージャー兼副社

長を務めている Michael J. Simpson 氏が就任する予定。 
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